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当
研
究
所
で
は
、
平
成
十
七
年
度
（
二
〇
〇
五
）
よ
り
社
会
福
祉
法
人
錦
華
学
院
に
所
蔵
さ
れ
る
東
京
感
化
院
時
代
の
史
料
の
翻

刻
公
開
を
開
始
し
た
。
本
号
は
そ
の
七
冊
目
に
当
た
る
が
、
本
号
で
は
錦
華
学
院
以
外
に
所
蔵
さ
れ
る
史
料
も
含
め
、
明
治
二
十
年

代
ま
で
の
史
料
を
掲
載
し
た
。
長
年
の
研
究
活
動
に
よ
り
収
集
さ
れ
た
貴
重
な
〈
史
料
27

〉
を
提
供
さ
れ
た
長
沼
友
兄
氏
（
当
研
究

所
嘱
託
研
究
員
）
に
は
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
手
書
き
史
料
の
解
読
に
当
た
っ
て
は
、
齋
藤
博
氏
（
北
都
古
文
書
研
究
会

会
長
）
な
ら
び
に
三
好
一
成
氏
（
当
研
究
所
嘱
託
研
究
員
）
の
御
教
示
を
仰
い
だ
。
さ
ら
に
、
本
号
の
編
集
・
版
下
作
成
は
、
筆
者
の

責
任
に
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
校
正
に
際
し
て
は
、
菅
田
理
一
（
淑
徳
大
学
）
な
ら
び
に
三
浦
周
（
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
研
究
員
）

の
両
氏
に
御
協
力
頂
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。 

 〈
史
料
27
〉
羽
皐
半
面
録 

 

『
羽
皐
半
面
録
』
は
、
高
瀬
真
卿
（
一
八
五
五
～
一
九
二
四
）
に
よ
る
、
三
〇
歳
で
感
化
院
を
創
業
す
る
（
一
八
八
五
年
）
に
至
る

頃
ま
で
の
自
伝
で
あ
り
、
初
め
高
瀬
が
創
刊
し
た
雑
誌
『
刀
剣
と
歴
史
』
の
付
録
と
し
て
一
六
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
初
出
時
の
書
誌
情
報
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 
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１
「
羽
皐
半
面
録
」
（
一
～
一
二
頁
）
『
刀
剣
と
歴
史
』
第
五
三
号
、
大
正
四
年
二
月
。 

２
「
羽
皐
半
面
録
」
（
一
三
～
二
四
頁
）
『
刀
剣
と
歴
史
』
第
五
四
号
、
大
正
四
年
三
月
。 

３
「
羽
皐
半
面
録
」
（
二
五
～
三
六
頁
）
『
刀
剣
と
歴
史
』
第
五
五
号
、
大
正
四
年
四
月
。 

４
「
羽
皐
半
面
録
」
（
三
七
～
四
八
頁
）
『
刀
剣
と
歴
史
』
第
五
六
号
、
大
正
四
年
五
月
。 

５
「
羽
皐
半
面
録
」
（
四
九
～
六
〇
頁
）
『
刀
剣
と
歴
史
』
第
五
七
号
、
大
正
四
年
六
月
。 

６
「
羽
皐
半
面
録
」
（
六
一
～
七
二
頁
）
『
刀
剣
と
歴
史
』
第
五
八
号
、
大
正
四
年
七
月
。 

７
「
羽
皐
半
面
録
」
（
七
三
～
八
四
頁
）
『
刀
剣
と
歴
史
』
第
五
九
号
、
大
正
四
年
八
月
。 

８
「
羽
皐
半
面
録
」
（
八
五
～
九
二
頁
）
『
刀
剣
と
歴
史
』
第
六
〇
号
、
大
正
四
年
九
月
。 

９
「
羽
皐
半
面
録
」
（
九
三
～
九
六
頁
）
『
刀
剣
と
歴
史
』
第
六
一
号
、
大
正
四
年
一
〇
月
。 

10
「
羽
皐
半
面
録
」
（
九
七
～
一
〇
四
頁
）
『
刀
剣
と
歴
史
』
第
六
三
号
、
大
正
四
年
一
二
月
。 

11
「
羽
皐
半
面
録
」
（
一
〇
五
～
一
一
〇
頁
）
『
刀
剣
と
歴
史
』
第
六
五
号
、
大
正
五
年
二
月
。 

12
「
羽
皐
半
面
録
（
前
記
）
」
（
一
一
一
～
一
一
五
頁
）
『
刀
剣
と
歴
史
』
第
六
六
号
、
大
正
五
年
三
月
。 

13
「
羽
皐
半
面
録
後
記
」
（
一
～
六
頁
）
『
刀
剣
と
歴
史
』
第
六
七
号
、
大
正
五
年
四
月
。 

14
「
羽
皐
半
面
録
後
記
」
（
七
～
一
二
頁
）
『
刀
剣
と
歴
史
』
第
七
〇
号
、
大
正
五
年
七
月
。 

15
「
羽
皐
半
面
録
後
記
」
（
一
三
～
一
八
頁
）
『
刀
剣
と
歴
史
』
第
七
三
号
、
大
正
五
年
一
〇
月
。 

16
「
羽
皐
半
面
録
後
記
」
（
一
九
～
二
四
頁
）
『
刀
剣
と
歴
史
』
第
七
四
号
、
大
正
五
年
一
一
月
。 

 

た
だ
し
、
こ
の
『
刀
剣
と
歴
史
』
に
お
け
る
連
載
は
、
第
一
六
回
目
に
お
い
て
も
完
結
し
て
い
な
い
。
高
瀬
は
、
こ
の
連
載
に
八

頁
分
の
完
結
部
を
書
き
加
え
て
、
大
正
六
年
三
月
二
一
日
に
私
家
版
（
非
売
品
）
と
し
て
刊
行
し
て
い
る
。
こ
の
私
家
版
は
管
見
の
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及
ぶ
限
り
、
図
書
館
等
で
の
所
蔵
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
稀
覯
本
で
あ
る
が
、
高
瀬
家
の
御
子
孫
宅
に
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
長

沼
友
兄
氏
（
当
研
究
所
嘱
託
研
究
員
）
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
底
本
に
用
い
た
の
は
、
所
有
者
の
許
可
を
得
て
こ
れ
を

複
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
表
紙
、
口
絵
写
真
一
頁
、
「
は
し
が
き
」
一
頁
、
「
羽
皐
半
面
録
（
前
記
）
」
一
一
五
頁
、
「
羽

皐
半
面
録
（
後
記
）
」
三
一
頁
、
裏
表
紙
か
ら
成
る
。 

 

小
説
家
と
し
て
も
一
名
を
は
せ
た
高
瀬
に
よ
る
こ
の
自
伝
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
当
然
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
史
実
と
し
て
受
け
取

る
こ
と
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、
他
の
史
料
と
合
わ
せ
用
い
る
事
で
、
種
々
の
歴
史
的
事
実
を
解
明
す
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
史

料
で
あ
る
。
現
在
、
高
瀬
真
卿
研
究
を
遂
行
し
て
い
る
三
好
一
成
に
よ
れ
ば
、
彼
の
足
跡
は
三
期
に
大
別
さ
れ
る
と
い
う
。
す
な
わ

ち
、
第
一
期 

地
方
新
聞
人
の
時
代
、
第
二
期 

教
誨
師
・
東
京
感
化
院
院
長
の
時
代
、
第
三
期 

雑
誌
『
刀
剣
と
歴
史
』
主
宰
の

時
代
、
の
三
期
で
あ
る
。
本
書
で
扱
わ
れ
る
の
は
、
前
記
で
は
主
に
幼
少
期
か
ら
第
一
期
の
時
代
で
あ
り
、
後
記
で
は
、
第
一
期
か

ら
第
二
期
に
わ
た
る
時
期
で
あ
る
。
た
だ
し
感
化
院
の
創
業
・
運
営
に
つ
い
て
は
「
東
京
感
化
院
創
業
記
」
（
明
治
二
十
九
年
一
月
）

に
既
に
発
表
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
簡
潔
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
一
部
同
書
に
も
記
さ
れ
な
い
情
報
も
含
ま
れ

て
い
る
。 

 

な
お
、
本
書
の
収
録
に
あ
た
っ
て
は
従
前
通
り
の
凡
例
に
則
っ
た
が
、
本
書
の
み
以
下
の
規
則
を
追
加
し
た
。 

 

一
、
原
著
の
頁
数
は
〈 

〉
内
に
小
字
で
記
し
た
。 

 

二
、
原
著
の
割
注
は
（ 

）
内
に
小
字
で
記
し
た
。 

 

三
、
原
著
の
頭
注
は
《 

》
内
に
小
字
で
記
し
た
。 

 

四
、
原
著
は
総
ル
ビ
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
最
初
の
二
頁
の
み
全
部
転
記
し
、
残
り
は
主
に
固
有
名
詞
を
中
心
に
転
記
し
た
。 

 

五
、
ル
ビ
の
正
誤
に
つ
い
て
は
、
原
著
の
ま
ま
と
し
、
添
削
を
行
わ
な
か
っ
た
。 
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六
、
年
代
や
日
時
に
つ
い
て
の
誤
り
に
つ
い
て
も
、
原
著
の
ま
ま
と
し
た
。 

 
七
、
読
点
に
つ
い
て
は
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
適
宜
句
点
に
変
更
し
た
。 

 〈
史
料
28
〉
広
告
札
掲
示
願
（
明
治
十
九
年
一
月
） 

〈
史
料
29
〉
広
告
札
掲
示
願
（
明
治
十
九
年
一
二
月
） 

 

こ
の
二
種
の
史
料
は
、
錦
華
学
院
に
所
蔵
さ
れ
る
手
書
き
文
書
で
あ
る
。
両
方
と
も
感
化
院
の
広
告
札
を
人
通
り
の
多
い
場
所
に

掲
示
す
る
許
可
を
得
る
た
め
の
届
け
出
で
あ
り
、
警
視
総
監
三
島
通
庸
宛
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
二
枚
綴
り
の
書
類

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
許
可
は
、
警
視
総
監
三
島
通
庸
名
で
、
そ
れ
ぞ
れ
二
日
後
と
三
日
後
に
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
史
料

も
こ
こ
に
収
録
し
た
。
最
初
期
の
感
化
院
が
ど
の
よ
う
に
し
て
院
生
を
集
め
た
か
を
伺
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
史
料
で
あ
る
。 

 〈
史
料
30
〉
回
達 

第
二
十
六
号
（
明
治
十
八
年
一
二
月
） 

〈
史
料
31
〉
回
達 

第
五
十
二
号
（
明
治
十
九
年
三
月
） 

〈
史
料
32
〉
回
達 

第
六
十
七
号
（
明
治
十
九
年
四
月
） 

 

こ
の
三
種
の
史
料
は
錦
華
学
院
に
所
蔵
さ
れ
る
手
書
き
文
書
で
あ
り
、
最
初
期
の
感
化
院
の
内
部
で
回
覧
さ
れ
て
い
た
通
達
文
書

で
あ
る
。
使
用
さ
れ
て
い
る
用
紙
は
、
上
部
欄
外
に
「
感
化
院
用
紙
」
と
印
刷
さ
れ
た
九
行
ど
り
の
罫
紙
で
あ
る
。
〈
史
料
30

〉

と
〈
史
料
31

〉
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
頁
、
〈
史
料
32

〉
は
三
頁
か
ら
成
る
。
内
容
は
、
〈
史
料
30

〉
が
攻
業
心
得
（
な
ら
び
に
日
給
）
、

〈
史
料
31

〉
が
文
庫
規
則
、
〈
史
料
32

〉
が
射
的
場
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
〈
史
料
30

〉
と
〈
史
料
32

〉
は
、
筆
跡
か
ら
し
て

高
瀬
真
卿
に
よ
っ
て
記
載
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
、
閲
覧
し
た
人
が
署
名
も
し
く
は
押
印
を
し
て
次
の
人
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に
回
覧
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 〈
史
料
33
〉
事
務
章
程
（
明
治
十
九
年
六
月
） 

 

当
史
料
は
錦
華
学
院
に
所
蔵
さ
れ
る
手
書
き
文
書
で
あ
る
。
当
史
料
の
標
題
が
記
さ
れ
て
い
る
回
達
用
紙
は
〈
史
料
30
～
32
〉

と
同
じ
も
の
で
あ
る
が
、
本
文
は
十
行
ど
り
の
罫
紙
（
一
丁
で
二
十
行
）
で
あ
り
、
真
中
の
下
部
に
「
感
化
院
」
と
印
刷
さ
れ
て
い

る
用
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
本
文
は
四
丁
か
ら
成
り
、
高
瀬
真
卿
の
筆
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
内
容
は
事
務
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、

教
職
員
に
対
す
る
文
書
で
あ
る
。 

 〈
史
料
34
〉
「
祭
規
案
」
（
明
治
十
九
年
カ
） 

 

当
史
料
は
錦
華
学
院
に
所
蔵
さ
れ
る
手
書
き
史
料
で
あ
る
。
当
史
料
の
用
紙
は
〈
史
料
33

〉
の
本
文
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
と

同
じ
で
あ
り
、
本
文
は
四
丁
半
か
ら
成
り
、
図
が
二
点
一
丁
に
描
か
れ
て
い
る
。
当
史
料
は
表
紙
・
標
題
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
仮

題
を
付
加
し
た
。
ま
た
筆
跡
か
ら
し
て
高
瀬
真
卿
に
よ
る
記
載
と
考
え
ら
れ
る
。
記
載
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
使
用
の
用
紙
な
ら
び

に
内
容
か
ら
し
て
〈
史
料
30
～
33

〉
と
ほ
ぼ
同
時
期
と
推
測
さ
れ
る
。
最
初
期
の
感
化
院
で
行
わ
れ
て
い
た
祭
祀
の
一
端
を
伺
う

こ
と
の
で
き
る
史
料
で
あ
る
。 

 〈
史
料
35
〉
「
入
院
式
々
場
図
」
（
明
治
十
九
年
カ
） 

 

当
史
料
は
錦
華
学
院
に
所
蔵
さ
れ
る
手
書
き
史
料
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
枚
の
図
の
み
で
あ
り
、
表
紙
・
標
題
を
欠
い
て
い
る
た
め
、

仮
題
を
付
加
し
た
。
筆
跡
か
ら
し
て
高
瀬
真
卿
に
よ
る
記
載
と
考
え
ら
れ
る
。
記
載
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
内
容
か
ら
し
て
〈
史
料
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34

〉
と
同
時
期
の
可
能
性
が
あ
ろ
う
。 

 〈
史
料
36
〉
修
繕
之
儀
付
上
申
書
（
明
治
十
九
年
五
月
） 

 

当
史
料
は
錦
華
学
院
に
所
蔵
さ
れ
る
手
書
き
文
書
で
あ
り
、
高
瀬
真
卿
名
で
書
か
れ
た
神
宮
教
院
管
長
田
中
頼
庸
宛
の
修
繕
依
頼

書
（
控
え
カ
）
で
あ
る
。
用
紙
は
〈
史
料
33

〉
の
本
文
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
で
あ
り
、
丁
数
は
一
丁
半
で
あ
る
。
起
草
者

は
高
瀬
と
推
測
さ
れ
る
が
、
筆
写
者
は
筆
跡
か
ら
し
て
笹
島
吉
太
郎
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
が
実
際
に
神
宮
教
院
に
宛
て

出
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
草
案
の
ま
ま
で
終
っ
た
か
は
不
明
で
あ
り
、
神
宮
教
院
側
の
史
料
が
新
た
に
発
見
さ
れ
な
い
限
り
判
明
し

な
い
で
あ
ろ
う
。 

 〈
史
料
37
〉
感
化
院
移
転
之
儀
付
上
申
書
（
明
治
十
九
年
五
月
） 

 

当
史
料
は
錦
華
学
院
に
所
蔵
さ
れ
る
手
書
き
文
書
で
あ
り
、
高
瀬
真
卿
名
で
書
か
れ
た
神
宮
教
院
管
長
田
中
頼
庸
宛
の
感
化
院
移

転
に
関
す
る
上
申
書
（
控
え
カ
）
で
あ
る
。
用
紙
は
〈
史
料
33

〉
の
本
文
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
で
あ
り
、
丁
数
は
四
丁

半
で
あ
る
。
起
草
者
は
高
瀬
と
推
測
さ
れ
る
が
、
筆
写
者
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
も
実
際
に
出
さ
れ
た
も
の
か
否
か
不
明
で
あ
る
が
、

翌
月
に
は
感
化
院
へ
の
助
成
を
打
ち
切
る
こ
と
を
決
め
る
こ
と
に
な
る
神
宮
教
院
側
と
感
化
院
運
営
者
側
の
意
識
の
隔
た
り
が
垣

間
見
え
る
好
史
料
と
考
え
ら
れ
る
。 

 〈
史
料
38
〉
感
化
院
維
持
法
案
（
明
治
十
九
年
一
〇
月
頃
カ
） 

 

当
史
料
は
錦
華
学
院
に
所
蔵
さ
れ
る
手
書
き
文
書
で
あ
る
。
内
容
は
、
神
宮
教
院
か
ら
の
助
成
金
打
ち
切
り
後
の
経
営
を
い
か
に
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維
持
す
る
か
と
い
う
予
算
案
で
あ
る
。
用
紙
は
〈
史
料
33

〉
の
本
文
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
で
あ
り
、
丁
数
は
二
丁
半
で

あ
る
。
記
載
者
は
筆
跡
か
ら
し
て
竹
内
樸
卿
と
推
測
さ
れ
る
。 

 〈
史
料
39
〉
諭
告
（
明
治
二
十
年
カ
） 

 

当
史
料
は
錦
華
学
院
に
所
蔵
さ
れ
る
手
書
き
文
書
で
あ
る
。
当
史
料
の
表
紙
に
使
わ
れ
て
い
る
用
紙
は
、
欄
外
上
部
に
「
東
京
感

化
院
用
紙
」
と
印
刷
さ
れ
た
十
行
ど
り
の
罫
紙
で
あ
る
。
二
枚
目
は
無
地
の
用
紙
で
あ
り
、
細
袴
の
図
が
記
さ
れ
て
い
る
。
筆
跡
か

ら
し
て
高
瀬
真
卿
に
よ
る
記
載
と
考
え
ら
れ
る
。
記
載
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
東
京
感
化
院
用
紙
」
と
い
う
用
紙
と
こ
れ
が
含
ま

れ
て
い
た
前
後
の
史
料
か
ら
、
明
治
二
十
年
の
五
月
末
頃
と
推
測
さ
れ
る
。 

 〈
史
料
40
〉
「
明
治
十
九
年
報
告
」
（
明
治
十
九
年
一
二
月
） 

 

当
史
料
は
錦
華
学
院
に
所
蔵
さ
れ
る
手
書
き
文
書
で
あ
り
、
明
治
十
九
年
度
の
感
化
成
績
に
関
す
る
報
告
書
で
あ
る
。
用
紙
は
〈
史

料
33

〉
の
本
文
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
で
あ
り
、
丁
数
は
三
丁
で
あ
る
。
記
載
者
は
竹
内
樸
卿
で
あ
り
、
記
載
日
は
明
治

十
九
年
一
二
月
三
一
日
で
あ
る
。
当
史
料
は
表
紙
・
標
題
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
仮
題
を
付
加
し
た
。 

 〈
史
料
41
〉
「
明
治
二
十
年
理
事
略
表
」
（
明
治
二
十
年
一
二
月
） 

 

当
史
料
は
錦
華
学
院
に
所
蔵
さ
れ
る
手
書
き
文
書
で
あ
り
、
明
治
二
十
年
度
の
感
化
成
績
に
関
す
る
報
告
書
で
あ
る
。
用
紙
は
〈
史

料
33

〉
の
本
文
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
で
あ
り
、
丁
数
は
一
丁
半
で
あ
る
。
記
載
者
は
竹
内
樸
卿
で
あ
り
、
記
載
日
は
明

治
二
十
年
一
二
月
三
〇
日
で
あ
る
。
当
史
料
は
表
紙
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
仮
題
を
付
加
し
た
。 
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〈
史
料
42
〉
神
宮
教
院
感
化
院
規
則
（
明
治
十
八
年
一
二
月
カ
） 

 
神
宮
教
院
感
化
院
規
則
と
し
て
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
小
橋
勝
之
助
に
よ
っ
て
筆
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
、
社

会
福
祉
法
人
博
愛
社
（
大
阪
市
淀
川
区
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
錦
華
学
院
か
ら
は
神
宮
教
院
感
化
院
規
則
は
発
見
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
も
博
愛
社
所
蔵
の
史
料
を
用
い
た
。
こ
れ
は
既
に
二
回
活
字
化
さ
れ
て
い
る

（
１
）

が
、
両
方
と
も
原
本
に

忠
実
で
は
な
い
部
分
が
見
ら
れ
る
の
で
、
再
度
、
原
本
『
小
橋
勝
之
助
雑
録
（
三
）
』
か
ら
翻
刻
を
行
っ
た
。
罫
線
の
な
い
用
紙
に

記
載
さ
れ
、
頁
数
は
三
二
頁
に
わ
た
っ
て
い
る
。
高
瀬
が
最
初
に
神
宮
教
院
感
化
院
規
則
を
作
成
し
て
、
神
宮
教
院
に
提
出
し
た
の

は
明
治
十
八
年
一
二
月
で
あ
る
。
小
橋
が
こ
れ
を
筆
写
し
た
日
時
は
不
明
で
あ
る
が
、
小
橋
は
「
明
治
十
九
年
五
月
八
日
ヨ
リ
事
務

所
及
ビ
教
誨
攻
業
時
間
ヲ
改
良
セ
リ
、
其
ノ
表
次
ギ
ノ
如
シ
」
云
々
と
記
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
以
降
で
あ
ろ
う
。
神
宮
教
院
か
ら

の
助
成
金
廃
止
が
決
ま
る
の
は
同
年
六
月
で
あ
り
、
七
月
～
九
月
は
感
化
院
の
内
紛
の
時
期
に
あ
た
り
、
一
〇
月
以
降
、
小
橋
は
東

京
感
化
院
と
は
距
離
を
置
い
て
い
る
か
ら
、
五
月
八
日
か
ら
そ
れ
ほ
ど
遅
れ
な
い
時
期
と
推
測
さ
れ
る
。 

 〈
史
料
43
〉
東
京
感
化
院
規
則
（
明
治
二
十
年
三
月
） 

 

当
史
料
は
錦
華
学
院
に
所
蔵
さ
れ
る
活
字
史
料
で
あ
る
。
同
院
に
は
二
冊
所
蔵
さ
れ
、
一
冊
は
書
き
込
み
の
な
い
き
れ
い
な
本
で

あ
り
、
も
う
一
冊
は
次
の
規
則
改
定
の
た
め
の
書
き
込
み
が
多
数
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
表
紙
、
表
紙
裏
（
序
文
）
、
本
文
三
〇

頁
、
裏
表
紙
か
ら
成
る
。
神
宮
教
院
感
化
院
規
則
が
一
七
章
全
六
二
条
か
ら
成
る
の
に
対
し
、
本
規
則
は
二
三
章
全
七
五
条
か
ら
成
っ

て
い
る
。
発
行
年
月
は
明
治
二
十
年
三
月
で
あ
る
。 
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〈
史
料
44
〉
東
京
感
化
院
規
則
（
明
治
二
十
二
年
五
月
） 

 
当
史
料
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
る
活
字
史
料
で
あ
る
。
表
紙
、
表
紙
裏
（
序
文
）
、
本
文
一
六
頁
、
裏
表
紙
一
枚
（
記

載
な
し
）
か
ら
成
る
。
本
規
則
は
、
二
〇
章
全
五
九
条
か
ら
成
っ
て
い
る
（
た
だ
し
、
途
中
の
章
数
に
混
乱
が
あ
る
の
で
注
意
さ
れ

た
い
）
。
〈
史
料
43

〉
に
比
べ
る
と
大
幅
に
簡
略
化
さ
れ
て
お
り
、
第
五
九
条
「
視
察
所
規
程
、
事
務
所
規
程
、
学
校
規
程
、
祭

典
規
程
、
賞
罰
規
程
、
攻
業
規
程
、
等
ハ
別
ニ
之
ヲ
定
ム
」
と
い
う
よ
う
に
、
別
の
内
規
に
譲
っ
て
い
る
（
た
だ
し
こ
れ
ら
が
本
当

に
す
べ
て
明
文
化
さ
れ
て
い
た
か
否
か
は
未
確
認
で
あ
る
）
。
発
行
年
月
は
明
治
二
十
二
年
五
月
で
あ
る
。 

 〈
史
料
45
〉
感
化
法
準
則
（
明
治
二
十
三
年
） 

 

当
史
料
は
、
錦
華
学
院
に
所
蔵
さ
れ
る
活
字
史
料
で
あ
る
。
当
史
料
の
初
出
は
、
『
獄
事
新
報
』
第
五
号
（
明
治
二
十
三
年
一
〇

月
三
〇
日
、
獄
事
新
報
社
）
、
同
第
六
号
（
明
治
二
十
三
年
一
二
月
三
日
）
で
あ
る
。
こ
こ
に
掲
載
し
た
も
の
は
、
そ
れ
の
一
行
目

と
ヘ
ッ
ダ
と
頁
番
号
を
直
し
て
、
感
化
院
の
内
部
資
料
と
し
て
印
刷
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
表
紙
は
な
く
、
本
文
は
一
七
頁
か

ら
成
る
。
一
頁
目
に
は
、
「
参
考
保
存
」
と
い
う
書
き
込
み
が
あ
る
。
当
史
料
の
内
容
は
、
役
員
会
議
に
お
い
て
高
瀬
真
卿
が
述
べ

た
こ
と
を
、
家
族
長
で
あ
る
杉
本
操
堂
が
筆
受
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
講
述
の
正
確
な
日
時
は
不
明
で
あ
る
が
、
下
限
は
『
獄
事

新
報
』
第
五
号
の
発
行
日
に
置
か
れ
よ
う
。 

 〈
史
料
46
〉
東
京
感
化
院
憲
章
（
明
治
二
十
五
年
一
一
月
） 

 

当
史
料
は
、
錦
華
学
院
に
所
蔵
さ
れ
る
手
書
き
文
書
（
記
載
者
不
明
）
で
あ
り
、
〈
史
料
44

〉
の
東
京
感
化
院
規
則
を
改
定
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
改
定
日
は
、
明
治
二
十
五
年
一
一
月
一
日
で
あ
る
。
内
容
は
、
憲
章
二
〇
章
五
四
条
に
く
わ
え
、
院
内
通
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則
八
条
、
計
六
二
条
か
ら
成
る
。
参
考
の
た
め
〈
史
料
44

〉
と
の
比
較
を
〈
表
１
〉
に
掲
げ
て
お
く
。 

               〈
史
料
47
〉
東
京
感
化
院
院
内
故
例
・
年
中
行
事 

 

当
史
料
は
、
錦
華
学
院
に
所
蔵
さ
れ
る
手
書
き
文
書
で
あ
り
、
表
紙
一
丁
、
本
文
十
六
丁
、
裏
表
紙
一
丁
か
ら
成
る
和
綴
じ
本
で

 東京感化院規則 
（明治 22 年） 

東京感化院憲章 
（明治 25 年） 

第 1 章 創立要義及教規 教 規 

第 2 章 感化生資格 職 員 

第 3 章 家族組織 分 課 

第 4 章 賞与懲罰 感化生資格 

第 5 章 懲罰会議 家族組織 

第 6 章 目安箱 賞与懲罰 

第 7 章 品行調査法 懲罰会議 

第 8 章 生徒待遇法 目安箱 

第 9 章 聖 祭 品行調査法 

第 10 章 運動会 祭 典 

第 11 章 カンチーヌ店 運動会 

第 12 章 日 課 カンチーヌ店 

第 13 章 文 庫 日課及疾病 

第 14 章 貯 金 文 庫 

第 15 章 休 暇 貯 金 

第 16 章 食 料 休 暇 

第 17 章 遊 戯 食 料 

第 18 章 被 服 遊 戯 

第 19 章 入 院 被 服 

第 20 章 諸規程 付 則 

その他  院内通則 八条 
※「東京感化院規則（明治 22 年）」は，途中の章数に混乱が

あるが，ここでは正しておいた。 

 

〈表１〉東京感化院規則と東京感化院憲章の比較
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あ
る
。
正
確
な
執
筆
年
次
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
文
か
ら
推
測
す
る
に
明
治
二
十
四
年
も
し
く
は
二
十
五
年
と
考
え
ら
れ
る
。
執
筆

者
も
不
明
で
あ
る
が
、
院
の
内
部
事
情
に
深
く
精
通
し
て
い
る
こ
と
な
ら
び
に
筆
跡
を
勘
案
す
る
に
、
近
藤
奏
水
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
他
の
史
料
の
筆
跡
鑑
定
を
進
め
る
こ
と
で
検
証
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
上
部

欄
外
に
い
く
つ
か
の
書
き
込
み
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
筆
跡
か
ら
高
瀬
真
卿
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
内
容
は
、
感
化
院
の
規
則

に
明
文
化
さ
れ
て
い
な
い
感
化
院
運
営
の
慣
例
と
年
中
行
事
の
次
第
で
あ
り
、
主
に
新
た
に
職
員
と
し
て
入
る
人
の
た
め
に
記
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
次
の
〈
史
料
48

〉
と
並
ん
で
、
院
の
年
中
行
事
を
知
る
上
で
の
一
級
史
料
で
あ
る
。 

 〈
史
料
48
〉
東
京
感
化
院
年
中
行
事
（
明
治
二
十
七
年
） 

 

当
史
料
は
、
錦
華
学
院
に
所
蔵
さ
れ
る
手
書
き
文
書
で
あ
り
、
表
紙
一
丁
、
本
文
九
丁
か
ら
成
る
和
綴
じ
本
で
あ
る
。
十
行
ど
り

の
罫
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
執
筆
者
は
渡
井
夢
南
（
量
蔵
）
で
あ
る
。
こ
の
当
時
、
渡
井
は
東
京
感
化
院
に
お
い
て
漢
文
の
講
師

を
勤
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
院
長
の
依
頼
に
よ
り
院
で
行
な
わ
れ
て
い
る
年
中
行
事
を
漢
文
で
執
筆
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

丁
寧
な
楷
書
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
は
影
印
で
収
録
し
た
。
な
お
、
最
終
丁
の
上
部
欄
外
の
書
き
込
み
は
、
筆
跡
か
ら
高

瀬
真
卿
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
執
筆
年
次
は
、
明
治
二
十
七
年
秋
と
奥
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 〈
史
料
49
〉
東
京
感
化
院
入
院
手
続
（
明
治
二
十
七
年
二
月
） 

 

当
史
料
は
錦
華
学
院
に
所
蔵
さ
れ
る
活
字
史
料
で
あ
る
。
表
紙
、
表
紙
裏
、
本
文
十
二
頁
、
裏
表
紙
か
ら
成
る
。
新
た
に
感
化
院

に
入
る
院
生
の
依
頼
主
・
保
証
人
等
に
読
ま
せ
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
冊
子
に
は
「
入
院
依
頼
証
書
」
「
委
任
状
」

「
品
行
履
歴
書
」
の
雛
形
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
従
っ
て
依
頼
主
は
書
類
を
作
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
依
頼
主
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の
心
得
方
」
に
感
化
教
育
の
方
針
を
示
す
こ
と
で
、
依
頼
主
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
事
前
に
回
避
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。 

 〈
史
料
50
〉
東
京
感
化
院
入
院
規
則
（
明
治
二
十
九
年
六
月
） 

 

当
史
料
は
錦
華
学
院
に
所
蔵
さ
れ
る
活
字
史
料
で
あ
る
。
表
紙
、
表
紙
裏
、
本
文
二
一
頁
、
裏
表
紙
か
ら
成
る
。
〈
史
料
49

〉

の
改
定
版
で
あ
る
。
〈
史
料
49

〉
と
の
大
き
な
違
い
は
「
女
子
部
入
院
手
続
」
と
「
別
房
監
督
の
事
」
が
新
た
に
追
加
さ
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。
日
誌
類
を
読
む
か
ぎ
り
、
結
果
的
に
は
女
子
院
生
の
受
け
入
れ
は
実
現
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
史
料

か
ら
は
実
現
の
一
歩
手
前
ま
で
動
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
二
十
才
以
上
の
男
子
を
条
件
付
き
で
受
け
入
れ
る
別
房
監

督
の
制
度
に
つ
い
て
も
、
遅
く
と
も
明
治
二
十
九
年
六
月
段
階
で
確
立
し
て
い
た
事
が
わ
か
る
。 

 

註 

（
１
）
武
田
慎
治
郎
「
東
京
感
化
院
創
立
当
時
の
規
則
書
を
読
み
て
」
『
少
年
教
護
時
報
』
第
四
輯
、
一
九
三
二
年
一
二
月
三
〇
日
、
『
同
書
』
第

七
輯
、
一
九
三
三
年
一
一
月
一
五
日
。
西
村
み
は
る
『
社
会
福
祉
実
践
思
想
史
研
究
』
、
ド
メ
ス
出
版
、
一
九
九
四
年
、
七
八
～
九
一
頁
。 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

（
当
研
究
所
主
任
研
究
員
） 
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